
観編集兼発行人:柴田

定価:1部35円

3 

東京都千代田区霞が関3-2-5 霞が関ビル
発行所

チッソ旭肥料株式会社

昭和56年 3月|日(毎月!日発行)第 292号

昭和31年 10月5日第 3種郵便物認可農業と科学

抗性はなく，ダイズシストセ γチュウに対しても，抵抗

因子を持っていない。 Jf叉量性は「ユウヅル」と同程度で

あるが，熟期が早いため，比較的安定している。

適地としては北海道の空知中部以南，石狩，後志，胆

振，日高およびこれに類似した地帯で、ある。

この品種は極大粒種であるため，中~小粒種に比して

発芽にやや多くの日数を要し，発芽率が低下することが

あるので3 必らず種子消毒を行うこと。また，茎長が短

いので，やや密植にすることによって多収が得られるの

で， 800株ja以上の株数を確保する必要がある。

6)アキシロメ(アキヨシ×鳩殺12)

昭和54年九州農業試験場育成

主茎長は「アキヨシ」より 15cm短い短茎種で，子実は

球形に近く，粒色は黄白，へソ色は黄色で，粒揃いが良

く，種皮の亀裂その他の障害も少なく，品質は非常に良

い。熟期は， Fアキヨシ」より 10日前後早い早生種に属

する。ダイズウイルス病に対しては中位で，褐斑粒の発

生は少なく，ベト病には比較的強く，紫斑病の発生も少
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農林水産省・農林水産技術会議

平 岩進

先号においては3 転換畑用大豆の品種として，キタコ

マチ，タンレイ，ナカセンナりについて説明したが，引

き続き 3 ミヤギオオジロ 3 ユウヒメ，アキシロメ 3 キタ

ホマレ，タマホマレ，フクユタカについて述べる。

4)ミヤギオオジ口(ミヤギシロメ×ほうじゃく〉

昭和53年長野県農総試中信地方試験場育成

主茎長は「ミヤギシロメより 5cm以上長い長茎種で，

子実はやや楕円，粒色は黄白色，へソ色は黄色で，障害

粒はごく少なく粒揃いも良く 3 きわめて良質である。立

枯性病害は「ミヤギシロメ」より極めて強く，紫斑病も

少ない。
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ミヤギオオジロの育成地における試験成績

開花J!:IJ IjJ:熟知i 茎長 主茎 -'J) 、 ~t予]"1' の障害 a当り収量
粒霊H Jf<'， ，f{( 1'[ 校

ウィ 子突藍 同左 虫害粒 lfJI質

(月日) (月1:1) (cm) trii数 数
相l伏

ルス
主化 立枯れ

kg 比率 デ

ミヤギオオジロ 8.4 10.17 71 17.0 *.8 {放 {放 科技 {放 15.1 105 30.7 ;l!¥Ii 」二中

ミヤギシロメ 8.2 10.12 65 16.6 6.1 f放 強E 13.1 100 35.4 jl設 JニF
タマヒカリ 8.4 10.15 76 18.2 5.3 少 {放 {放 f放 15.7 115 28.7 微 l二下

表

ない。耐倒伏性は「アキヨシ」より強く，子実収量は「中

鉄砲J，rシロタェ」より多く，安定多収品種であり，晩

播適応性も高い。

適地は中国，近畿地方の中央平坦地であり，水回転換

く3;月号目次>

g転換畑用大豆の新品種について(完)…..，・ H ・..… (1)

農林水産省・農林水産技術会議

平岩進

S乾田直播水稲に対する
LPコートの肥効…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..(3) 

横山鹿男

S冷害，農業経済に大きく影響...・ H ・..…...・ H ・..… (6)

~55年度農業観測修正見通し~

Sりんご栽培技術の普及見込み…....・ H ・..…...・ H ・.(8) 

成熟期は「ミヤギシロメ」より 5日程度遅い中晩生種

で晩播適応性も高く，強梓性の極大粒良質種である。適

地としては宮城県の「ミヤギシロメ」栽培地帯で，とく

に立枯性病害発生地に適す。また，極大粒で、強梓のため

伸長し大粒になりやすい肥沃地及び多肥栽培に向く。

5Dユウヒメ〈奥原 1号×木造在来〉

昭和54年北海道立中央農業試験場育成

主茎長は「ユウヅノレ」より 15cm短い短茎種で，子実は

豊満な球形で種皮色はやや黄色，へソ色は黄色である。

子実の 100粒重は「ユウヅル」よりやや小さいが，約40

gで極大に属し，粒揃いも良く，亀裂粒，しわ粒も少な

く，外見の品質は良好である。

開花，成熟は「ユウヅノレ」より早く，中生種に属す

る。耐倒伏性は「ユウヅル」並の中程度である。ダイズ

わい化病に対しては， rユウヅル」よりやや強いが，抵
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主茎長は「中鉄砲j，1シロタエ」より短かく，倒伏，表-6 ユウヒメの育成地におりる試験成績
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表-7 アキシロメの育成地における試験成績 蔓化は少ない。子実は球形で，種皮色，へソ色とも草色

和

53 
年
の
平

微|微 125.8 1100 122.3 1 14.5 1 q】 12

で，粒の大きさは「中鉄砲j，1シロタエ」よりやや小さ

く，中の大であり，粒揃し、はごく良好である。紫斑粒は

やや発生するが，褐斑粒および種皮の亀裂も少なく良質

である。熟期は東山地域では晩生であるが，近畿と中園

地域では中生である。

収量性は「中鉄砲j，1シロタェ」程度の多収性で，適

応地域は広く，中国地域のほか近畿，東海地域に適す。

この品種はダイズシストセンチュウ，立枯性病害には抵

抗性をもたないので，連作を避ける必要がある。

9)フクユタ力(岡大豆×白大豆3号〉

昭和55年九州農業試験場育成

主茎長は「アキヨシ」より短く，茎は太い。子実は中

の大粒で，球形に近く，粒揃いが良い。種皮色は黄白，

へソ色は淡褐で，見かけの品質は非常に良い。熟期は「ア

キヨシ」より 5日，1アキセンゴグ」より 12日早く，中生

の早に属する。耐倒伏性は「アキヨシ」より明らかに強

し、。ダイズウイ

ルス病抵抗性は

中位であるが，

褐斑J位の発生は

極く少ない。ベ

ト病にも強く，

紫斑病の発生も少ない。着英性は良好で，多収であり

最下着恭位置は

他の品質より高

畑においても栽培が容易である。

7)キタホマレ〈十育 114号×カリカチ〉

昭和55年北海道十勝農業試験場育成

主茎長は「キタムスメ」より短く，子実はやや扇球形

で，種皮色は黄白，へソ色は暗褐色である。 100粒重は

30g内外で，外見の品質は「キタムスメ」並である。成

熟期は「キタムスメ」より 3""'6日遅く，中生の晩に属

する。耐倒伏性，耐病虫性は「キタムスメ」並である。

耐冷性は「キタムスメ」並で強く，収量は「キタムスメ」

に比べて約15%多収で，極めて高い収量性を示す。

この品種は，北海道の道央中部および道央南部地域に

適すが，ダイズシストセンチュウ抵抗性をもたないので、

被害の恐れのある圃場での栽培は避ける必要がある。

8 )タマホマレ (Leex東山 7号〉

昭和55年長野県中信農業試験場育成

表-8 キタホマレの育成地における試験成績
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l井J:iE.l日j J)X;!ぬiり1主茎長 主菜 稔災英数 告i¥ll犬
l伯Jm令‘I : 

虫食粒数 a当り収量(kg) (，11'占豆 口質
1¥'11 f品名

(月・日) (lJ. EI) (cm) i!ji数 ('5')/料、) f'{J主: 率 ( % ) (g) 
子実主対比(%)

キタホマレ 7.24 10.6 51 11.6 68.4 0.4 32.8 111 31. 7 qJ J二

キタムスメ 7.23 10.1 60 12.0 61.6 0.6 29.3 100 30.5 '1
' 
Jー牟

北見 I~l 7.25 10.2 54 12.7 68.8 0.3 27.6 94 25.2 rj'上

表-9 タマ六マレの育成地における試験成積
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日
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平
均
値

開花JVJ 成熟知j 官IJ 1)~ 主茎長 a当り l司 lr:. uriO立 1;";'，':;1，粒祝llE
1111 積1'， 子尖iU

一桜(%比) 
品'l'L

(月日) (月・日) ff }:!t (cm) (kg (g) 紫斑 初J)j: 亀裂

タマホマレ 8. 2 10.25 {放 72 24. 8 113 27. 2 111f 1放 111f 
←l二下

'11鉄砲 8. 5 10.22 86 22. 0 100 32. 1 1111 jW~ jl，投 '1'上

シロタエ 8. 3 10.23 {放 81 22. 7 103 32. 9 Jllf {故 少 f'.-f 

し、。

この品種は，

福岡県を中心と

した九州北部地

表-10 7クユタカの育成地における試験成績 方の平坦地および，四国の北部地方の水回転換畑によく

見 -...... -:::::---1適す。

年
の
平
均
値
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乾田直播水稲に対する

LPコートの肥効

横山鹿男

域の米っくりに，大変な危機がせまってきた。

食糧増産運動を展開してきた農政は，一転して減反政

策である。米の生産過剰は国内において産地聞の競争に

迫られ，これ等の困難に打ち勝っためには，米の生産性

を飛躍的に向上し，味の良い良質米の安定生産を図るこ

とが要求されるようになった。

岡山県の東部を流れる吉井川が，瀬戸内海に注ぐ河口 その具体策の一つに，良質米安定多収を施肥改善に求

から上流へ約4キロの西岸に，西大寺農業協同組合があ め，昭和55年度当該地区に新肥料 LPコート入り複合肥

る。、当該地域は吉井川両沿川に拡がる水田地帯で，稲作 料の効果に期待し展示ほを設置した。その成績をとりま

を中心とした農家の経営が多い。 とめたので，概要を紹介し，考えてみたいと思う。

吉井川の河口両沿岸の水田は，今から約 300年前に池 展示ほの概要と成績

田藩によって干拓された水田で:ぁ:る。海抜 0メートノレ 試験展示ほの概要と成績は第 1表の通りである。大橋

で，地下水位の高い，砂質土壌がその隠とんどである。 ほ場，串田ほ場は，ヂッソ成分の90%がLPコート〈被

用水の水源を吉井川の上流に求めており，用水路の最末 覆尿素〉供試肥料 140日型を用いたもので，これを全量

端であるために，皐天の続く年には水不足等から，用水 元肥として，各試験ほ場とも播種後15日目に表面に施用

不足対策に戦前に直播栽域が導入されその歴史は古い。 した。岡本ほ場では，緩効性の程度や量の異なるものを

古老の残した豊かな栽培体験を基礎に栽培技術が確立 用いた施肥で，横山ほ場は最もチ γ ソの流亡損失の多い

され，併せて農薬，農業機械の進歩によって，スジ播直 と云われている不耕起土壌である。

播栽培による機械化一貫体系を確立し，現在では，水稲 結果の概要

作付面積の90%まで直播栽培が達し，省力化された稲作 生育は各展示区ともに順調に生育したが，岡本ほ場は

技術として定着しているのである。 入水前 (6月20日〉の除草剤 (DCPA剤〉の散布によ

しかし，県下の代表品種アケボノの産地であるとの地 り薬害がひどく，初期の生育はおくれた。

第 1表 55年度被覆尿素 (LPコート〉肥効試験成績(水稲，アケボノ〉

0印LPコ一千施肥 西大寺農協

幸三E男女人 穂数 総長 科長
有歩(効%茎合) 

わら重 もみ:m 玄米重

玄も(%米み) (くkg重ず/a米) 

千ヰムm もみ
丹主 l潤 場 わら比

1ll(20材、平均)当り本数cm
(kg/a) (kg/a) (kg/a) q 

(%) 

1. 大柿氏回場
J諮H[5月14日、排水不良、砂壊こ1:

kg/10a 元 7/78/13 8/23 

① LPコード区 13.2CIW -0 -0 【O 16.2 15.4 20.3 93.0 95.0 68.01 71.40 59.70 83.6 0.48 24.0 105 
(B90U140) 

②'Il't-fi' 1I{1402区 13.3 8.4 -1.4 -1.4 -2.1 17.4 13.0 19.5 85.3 74.7 53.46 54.90 46.20 84.2 0.12 24.6 103 

2. lIj川氏闘場

指種5月20日、羽i'Jl，良、砂壌ニヒ

① LPコート区 8.8笹])-0 -0 -0 17.5 16.4 19.6 88.8 93.7 70.86 67.8 57.00 84.1 0.67 24.4 96 
( B90U140) 

3. 岡本氏岡場 1)

播，fH 月 19 日、排水良、砂j:~土

① LPコー0ト)区9.45伍む -0-1. 05 -0 15.0 13.5 2l.2 86.7 90.0 68.10 63.00 52.50 83.3 0.47 24.4 93 
( B60U10 

② LPコート区 9.6包])-0 -G]) -0 18.3 12.7 2l. 5 84.6 69.4 57.00 61.50 51.00 82.9 0.45 25.0 108 
(840U70) 

4. 岡本氏回場 2)

① LPコート区 9.0 CIQ) -0 目。 13.5 13，4. 19.8 84.7 99.0 59.85 68.00 52.50 83.3 0.15 24.0 105 
(B80U100) 

② LPコー7ド0追)肥区 10.8 5.6 -2.8 -(2.4) 19.3 12.7 2l.1 90.9 65.8 54.12 60.00 49.80 83.0 0.30 24.7 111 
(840U 

5. 桃山氏岡場
播種5月18日、排水良、壌土

① LPコート区 8.78 G}) -0 ー1.2815.2 14.0 22.1 93.5 92.0 75.10 74.70 62.10 83.1 0.42 25.9 99 
国 OU100)

」 一
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草丈について……各ほ場とも慣行施肥にくらべて， 7 生育の過剰なみられず，ほ数も多く，有効茎歩合も高い

月中旬頃までは草丈の伸長は， LPコート区がやふ劣る 結果が得られた。

が， 7月下旬頃よりは慣行施肥より LPコート区が優り 収量について…-一第 1表を参照されたい。

この傾向は出穂、期までつづき，梓長も長い。特に止葉の 55年度の作況指数は岡山では87%と，昭和29年につぐ

葉巾の広いのが目立つ。昨年のような異状気象でも茎， 凶作である。大橋ほ場以外は慣行施肥の対照がないので

葉ともに強剛に育ち，特に梓の基部は異状にかたい。 数字をおみせすることができないが，隣接回の反収は480

各ほ場とも倒伏もない生育であった。 kg'"'-'500 kgで、ある。各ほ場とも LPコート展示ほの反収

分けつについて……分けつの増減の消長は第 1図を参 は，隣接田をと回る好成績である。

照されたい。最高分けの数は慣行施肥〈普通化成〉が多 大橋ほ場の慣行施肥区の低収量は，ほ数減によるもの

いが，減少する量と速度も早く，各展示ほとも LPコー であると思うが，このほ場は，常時深水に経過し，昨年

ト区が有効茎歩合は高い成績である。しかし， LPコー のように雨の多い分けつ期間中かけ流しかん水状態から

ト区でも，緩効性の量が少ない岡本ほ場 1の2のような 施用した肥料の損失によるためか，特に最高分けつ期か

LPコート70日型40%では，硝化抑制剤入り化成〈ジシ ら幼穂分化までの期間の3 肥効持続の低くなったことに

アン〉と大差はない結果である。 よるものと考えられる。

大橋，串田，横山ほ場のように，施用したチッソの損 解体調査結果について……第 2表を参照されたい。調

失の多い土壌条件下で，全量を元肥に施用しでも，初期 査個体は 5株で，各株毎の主梓のみ調査した成績jであ

本

第 i図各ほ場の概要

大橋・串田・は場(B90U140) 

20 
コ

田

橋

二

串

大〆一
10 

。

本|
岡本(1)

一一一一(B60U100) 

201 

/一斗~
。

岡本(2)
一一一ーーLPコート追肥区

201 1'--
一一一一B80U100 

/ 、、.‘ー・
ノ 、・、 . 

101 / 
、.

。

横山・ほ場(B80U100) 

20 

10 /一一
苗 7/10 7/21 8/ 4 9/10 
立

る。

節間長，穂相調査の結果では， L P~コート(被覆尿

素〉の量や程度(各溶出タイプ〉により，それぞれの差

異が見られるが，各ほ場とも， LPコートの70日型40%

区を除いては下位，上位節聞とも伸長に大差はない。下

半に対する上半の伸長比率では，いずれも穂肥施用した

ほ場が長い。緩効!生程変つまり 140日型と 100官型とで

は，同一ほ場内で、の比較をすれば 456~の各節間で，ほと

んど差注ないが，第 3151節聞の合計伸長では， LPコー

ト70日型40%!豆が短かった。

ほ相調査は第 2表を参照されたい。 1穂着粒数，完全粒

数ともに， LPコート区が全体的に多く， LPコート複

合肥料がまさっている結果である。 LPコート入り複合

肥料の緩効性の程度や量によって異なるが，総施用量を

元肥に表高施用しでも，初期に過剰生育はみられず，水

稲の要求7こマッチし注目される肥効を示した。特に有効

茎歩合が高く，高収量省力施肥が可能であることを示し

ている。このことは，無駄な生育をさせない，健康な稲

っくりができると云うことである。

乾田直播と LPコート

乾田直播i土移植栽培と異なり，初期生育約30日'"'-'40日

間畑状態で生育し，入水後も，土壌Ehの低下が，緩や

かな水田条件で生育するため，養水分の吸収はすみやか

であるために，チッソ分施の効果が高いことなどから，

施肥法としてジシアン 4641(硝酸化成抑制剤入り〉化成

肥料を用い，播種15日後，入水前，ほ肥の 3回分施肥が

着している。しかし良質米，高収量安定とはいかないの

が現状である。

直播水稲は移植栽培と比べて，低節位から分けつを開

始し，最高分けつ期が早く，しかも茎数も多いので過繁
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茂になりやすい。また最高分けつ期から幼穂形成期まで ある，有効分けつ限界期から，Y;}]穂形成までの期間の施

の期聞が長くなるので，この時期の稲体のチッソ濃度が 肥対策を，また苗立本数の多少による施肥の複雑さの解

低下し，肥料切れになりやすしその結果， '有効茎歩合 消を， LPコート入り複合肥料で同時に解決できるとい

が低くなり， 1穂の頴花数が減少する原因になると云わ うことが，展示ほの成績からも実証された。また本展示

れている。 ほの担当農家大橋さんは， 6haの水田を 1人で経営して

一方，元肥施用量が多かったり，早期追肥がおくれた いるが，経営面積が広い上，家族労働のない大橋さんに

札量をあやまると過繁茂，倒伏の原因となるばかりで とっては， 4回分施は，いかに効果の高い施肥法であつ

なく，上位四葉を異常に伸ばし，受光態勢を悪くさせ ても容易なことでなく，元肥の施肥は機械化しているが

る。乾田直播では，この期間を含めた有効分けつ期から 許容範囲のせまいほ肥の施用ともなれば，適期施肥は困

幼穂形成期までの期間を，どのようにもっていくか。施 難である。施肥回数を減らす方法については関心が高

肥法の最も重要な点であろう。 い。早速，本年度の稲作に用いたいと今から張切ってい

移植栽培では， 1株苗数は計画通り植えることはでき る。このように，施肥の省力化を図りたいと願うのは，

るが，乾田直播では直接，本田に種子をまくことになる 大橋さん l人で、はないだろう。

から，発芽や苗立本数は，その年の気象その他の条件に 分施技術の複雑さを解消すると同時に，施肥回数を減

よって，そううまくいかない。苗立本数の多少は，施肥 らし，営農技術の改善に， LPコート複合肥料は大いに

法その他の条件によって，量や質的な関係が変化し易 役立つことであろう。この特色ある肥効，つまり異なる

い。これ等に対応する施肥量，施肥時期を配慮しなけれ 肥効タイプの組合せで，追肥やほ肥に活用できる便利な

ばならないというむずかしさも，高収量安定に結びつか ものでもある。

ない 1因であろう。 この展示ほ担当農家，調査にご協力戴いた西大寺農協

乾田直播水稲のチッソ施肥法で，もっとも重要な点で 営農課の先生方に，御礼を申し上げます。

第 2表植物体解体調査 (5株平均)

各節位別枠長の比較 1 9 8 0 

園 J~ 男Ij
上 斗土 下 斗土 1 5 1 2 3 - 5 且ニ 謙三 下半|

1 2 3 4 5 6 百十 書十 目十 上半 寸マ 2ド 大てt !七

l. 大柿氏 ① 36.4 23.5 17.1 11.3 4.7 0.9 93.0 59.9 33.1 64.4% 35.6% 180.9% 

② 35.3 22.5 15.4 8.2 3.9 0.9 85.3 57.8 27.5 67.8 32.2 210.6 

2. *，111氏 ① 35 22.4 16 10.9 4.5 l.0 88.8 57.4 31.4 64.6 35.4 182.5 

3. 岡本氏 1) ① 36.7 23.1 15.2 8.3 3.4 0.7 86.7 59.8 26.9 69.0 31.0 222.6 

② 38.4 21. 9 13.1 8.6 2.6 0.9 84.6 60.3 24.3 71.3 28.7 248.4 

4. 岡本氏 2) ① 33.7 21.1 15.1 10.9 3.9 1.0 84.7 54.8 29.8 64.7 35.3 183.3 

② 38.5 23.6 15.2 10.7 2.9 0.8 90.9 62.1 28.8 68.3 31. 7 215.5 

5 横山氏 ① 40.1 23.9 17.4 8.7 4.9 0.8 95.0 64.0 31.0 67.4 32.6 206.7 

1 Li収 jit，hW 成主!?業の比較

総 羽t :)(;じ 主ノL 総 )i 校 M 数 '}o 1支十a ニF三 十支 十a 千家:，釆|

間1J，訪日IJ 籾数 籾数 線数 品、イ? ー ユ大 りこ 概数 有tt且 ;，-C:iI'で1ド4 毛主 w 
概数 者tl宮 n.:五h 申立

幸ft 'li ーユk . '}o 1 千=手? 干{"i

1 大防氏 ① 1 09.8 6 .0 102.8 95.0% 9.3 17.4 56.1 0.6 55.5 99.0% 52.4 5.4 47.0 90.0% 31. 09 30.09 

② 99.2 6.5 92.4 93.0 8.4 14.6 53.3 1.9 51.4 96.0 45.9 4.9 41.0 89.0 30.0 28.0 

2. tl'，川氏 ① 93.4 7.1 86.3 92.0 8.9 14.7 53.3 1.0 52.3 98.0 40.1 6.1 34.0 85.0 30.0 29.0 

3. 附本氏 1)① 110.0 14.9 95.1 86.0 9.7 18.9 57.3 2.3 55.0 96.0 52.7 12.6 44.1 76.0 30.0 29.0 

② 107.1 10.7 96.4 90.0 9.0 16.5 54.5 1.5 53.0 97.0 52.6 9.2 43.4 83.0 31.0 28.0 

4.1日l本氏 2)① 108.3 12.5 95.4 88.0 9.9 17.8 56.0 4.5 51. 5 92.0 52.3 8.3 44.0 84.0 30.0 29.0 

② 96.6 12.3 84.3 87.0 8.3 15.7 49.6 1.5 48.1 97.0 47.0 10.8 36.2 77 .0 31.0 30.0 

5. fb'iLll氏 ① 129.5 11.5 117.7 90.9 9.6 22.1 57.1 0.6 56.5 99.0 72.4 11.2 61.2 84.5 32.0 31.0 
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冷害，農業経済に

大きく影響

一一55年度農業観測修正見通し一一

農林水産大臣官房調査課

高橋善

号越林水産省、は昨年12月に，昭和55年度農業観測修正見 2. 農産物価格

通しを公表した。以下は，この概要を中心に，その後の 55年度に入ってからの農産物価格は， 4'"'-' 6月期に前

経過をとりまとめたものである。 年同期比1.8%上昇のあと， 7'"'-' 9月期には，同 4.8%

1. 農業生産

55年度の農業生産は，耕種および繭の生産が，天候不

順の影響によりかなりの程度減少するのに加え，畜産生

産が更に増勢鈍化して3 わずかな増加にとどまるものと

みられることから，全体では，前年度に比べ 6%程度減

少するものと見通される。なお，米を除く農業生産は，

前年度並みと見込まれる。

(謝1:種生産〉

米は転作等実施面積の増加，天候不順による作柄の著

しい低下から，前年産に比べ18.5%の減少となった。そ

の他，主要作物では，麦，てんさい，茶などが増加した

ほか，前年不作であったりんご321j〔冬野菜の増加が見込

まれるが，裏年にあたるみかんが大幅に減少するとみら

れるのをはじめ，他の作物も，総じて不順な天候の影響

を受けて減少したことから，耕種生産総合では3 前年度

に比べ10%程度減少すると見込まれる。l_

なお， 7月中旬以降の低温，日照不足等の天候不順は

気象状況に左右されるお1:種生産に重大な影響を与えた。

水稲の作柄は全国的に低下し，全国平均で作況指数87の

「著しい不良」となり，また，野菜，果樹等にも被害が

発生した。この冷害による農作物の被害見込金額は約

6，919億円にのぼり，北海道，東北でその 61%を占めて

し、る。

(畜産生産〉

牛肉生産は引き続きわずかな減少，豚肉も前年度の伸

びを大きく下回るわずかな増加にとどまると見込まれ，

また，ブロイラーはわずかないし，やや増加，牛乳はほ

ぼ前年度並み，鶏卵もわずかな増加とみられ，総じて引

き続き伸び率が鈍化し3 畜産生産総合では前年度r比べ

わずかな増加にとどまるものと見込まれる。

の上昇となり，上期を通じては同 3.3%の上昇と，小幅

な上昇にとどまった。下期についてみると，以下のとお

りである。

(畜産物〉

牛肉は前年同期を下回り，豚肉，ブロイラーは上回っ

て推移し，生乳，鶏卵はほぼ前年同期並みとなり，全体

では，前年同期をやや上回るとみられる。

〈果実・野菜〉

農業生産の動向

(50年度=100) 
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昭和66年度農業観測修正見通し総括表果実について，み

かんは大幅に3 前年

を下回るとみられる

が， りんご、はかなり

大きく下回るとみら

れる。

野菜は，高値であ

った前年を大幅に下回ると見通される。

(行政価格〉

出
品
開
格
絡

E

出

1

1

f
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月
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側
間

食

物

詩

飲
業
'R
由

貿

f
業

実
浪
曲
脱
腹

麦の政府買入価格が平均 7.9%引き上げられたほか，

大豆の基準価格等も引上げとなったものの，加工原料乳

の保証価格は据え置かれ，米の政府買入価格も 2.3%の

引上げとなるなど，総じて小幅な上昇にとどまった。

以上から， 55年度の農産物生産者価格は，耕種生産が

かなりの程度減少するとみられるものの，総じてみれば

需給はなお緩和基調にあること等を反映して，前年度に

比べ，やや上昇にとどまるものと見通される。

3. 農業資材価格

54年度の農業生産資材価格は，原油価格の上昇，円安，

一般卸売物価の上昇等の影響から，年度中における上昇

は，かなり大きなものとなった。 55年度に入ってからは

卸売物価が落ち着いて推移していること等から，前年同

期比で， 4~6 月期14.6%高(前期比3.6%高)， 7，--.__ 9 

月期12.2%高(同1.6%高〉と，次第に騰勢は鈍イ七して

いるものの，上期を通じては前年同期比13.4%高となっ

た。この間， 7月に肥料は 15.4%，農業機械は平均 4.5

%それぞれ値上げされた。

下期については，①飼料は，海外飼料穀物価格が上昇

したことから，配合飼料が56年 1月から12.8%値上げさ

れたこと，②肥料は，おおむね上期後半の水準で推移す

るとみられること，③農業機械は，安定的に推移すると

みられること，④農薬は，基礎化学薬品価格の上昇等か

ら， 12月に 5.2~%値上げ、されたこと。⑤その他の資材は

安定的に推移するとみられること等からみて，全体とし

ては上期に比べ，騰勢は弱まるものと見通される。

以上から， 55年度を通じては， 54年度中における上昇

が，かなり大きなものであったため，前年度をかなり上

回ることとなろう。

4. 農家経済

農家経済について， 55年度上期の収支としてみれば，

農業所得が農業経営費の増加などにより，前年同期を下

回って推移し，農外所得がほぼ前年度並みの伸びとなっ

たととなどから，農家総所得では，前年同期比 3.5%の

増加にとどまった。

55If三JJA.見i盈し(前年l芝刈上七)

当 初|修正

2.5-3%程度の明加 I 2%程度の増加
ほ ぽ 前 年 度 並 み I 6%税度内減少
前年度をわずかに上回る l前年!交をやや上回る
前年度をかなりの税度上回る |前年度をかなり上回る

年度聞を通じては，農業経営費がかなりの程度の増吉

と見込まれる半面，農業粗収益は，冷害の影響による耕

種生産の減少などから伸びが期待できないものと見込ま

れ，全国 1戸当たり平均で、みた農業所得は，前年度をか

なり下回るものと見通されるが，農業共済金が支払われ

ること等を考慮してみれば，前年度をやや下回るものと

見込まれる。

農外所得については，農業所得の減少を，農外就業で

補おうとする農家の対応が，今後強まるとみられること

などからみて，年度間では，前年度の伸びを上回るもの

となろう。

農家総所得ではほぼ前年度並みの伸びと見込まれる。

6. その後の経過

農業生産については，秋冬野菜は，大幅に減少した前

年を上回っているものの，寒波等の影響がみられた。畜

産生産は，牛肉が枝肉重量の増加から，前年を上回って

推移し，肉豚は下期に入り減少にilSじた。

農産物価格については，秋冬野菜は，高騰した前年を

下回って推移しているものの，寒波等の影響から，価格

水準は高いものとなっている。

農家経済については，農外所得は下期に入っても仲び

をやや高めている。特に，農業所得の減少が大きい北海

道，東北，九州はその傾向が強い。

ベー山__.....，.，.山 今年は，これまでとは打って変って冬
あとがき
......................・................，........ 将軍の威力は，なかなかすばらしいも

のがあり，降雪量も去る38年以降の記録だそうで

す。しかし，さすがに立春を過ぎると争えないもの

で3 その頃の日差しは，すっかり春の訪れを感じさ

せます。が，頑強な冬将軍が退却する頃になると，

今度は雪解けによる水害の頻発が心配になります。

皆様のご活躍をお祈り致します。

3月号をお送り致します。予定していたものが入

らず，編集子はし、ささか面はゆい感じを禁じ得ませ

んが，この点は平素のご好;誼にあまえ，よろしくお

願い致します。 くK生〉
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りんご栽培技術の現状と普及見込み

農林水産省果樹花き諜が昭和 54年実施した基本調査にもとづく，全国りんご栽域県における「りんご栽域技術の現

状と普及の見込は下記の通りである。

りんご栽培技術の現状と普及見込み(昭和55.4. 5) 

総l(!j桁 法化j却 1:1・ 4!l，li袋栽培 人工授粉 :薬斉IJ摘果

U~!、- ① j(IIh'@ ②/① j(!j砧③ ③/① HI凶?i④ ④/① jM fte⑤ ⑤/① 

ha ha 9ノJ 

IJ 
52 23，600 599 2.5 4，127 17.5 17，262 73.0 1，180 5.0 

41i: 60 24，500 3，100 12.7 16，660 68.0 19，600 80.0 2，450 10.0 

65 25，000 5，200 20.8 18，750 75.0 22，500 90.0 5，000 20.0 

52 3，060 
*'ョg 

518 16.9 2，754 90.0 1，366 44.6 499 16.3 

60 4，685 
子

2，547 54.4 4，263 91.0 2，570 54.8 1，170 25.0 

65 7，674 5，472 71.3 7，060 92.0 4，580 64.8 2，140 28.0 

52 808 13 1.6 590 73.0 138 17.1 70 8.7 
7ニ~II

(注)①農林省統計、全国計は50.70060 1，050 235 22.4 900 8fj.7 500 47.6 200 19.0 
城 haである。

65 1，300 445 34.2 1，200 92.3 780 60.0 350 26.9 

52 3，140 178 6 1，316 42 800 25 450 14 ②薬剤l摘花は52.ij'-91ha、60年
秋

588 2，303 
649ha、65.in，419haである。

60 3，640 16 63 1，700 47 935 26 
111 ③昭和54年調査である。

65 4，000 1，200 30 3，278 82 2，256 56 1，273 32 

52 3，510 55 1.6 
JlI 

2，460 70.1 100 2.8 

60 4，250 300 7.1 
Jr~ 

3，830 90.1 150 3.5 

65 4，600 600 13.0 4，370 95.0 250 5.4 
(37，268) (1，395) (3.7) (13，077) (35) (20，979) (56) (2，199) (6 ) 

52 3，160 32 1，830 58 1，313 42 。。
rh¥ (41，925) (7，2ω) (17.2) (30，356) (72) (26，580) (63) (4，828 ) (12) 

島
60 3，800 470 12 2，400 63 2，060 54 73 2 カッコ内数字は東北計

(46，574) (13，832) (29.6) (37，508) (81) (32，953760 ) (71) (8，993) (19) 
65 4，000 915 32 2，850 71 2， 64 230 6 

52 9，470 507 5.4 
長

4，612 49 4，393 46 

60 10，600 2，500 23.5 6.000 57 6，350 60 
ll'} 

65 11，400 3，500 30.7 8，000 70 7，720 68 

j二道|jE ヒ
52 2，710 106 4 2，360 87 r，436 53 34 1 

60 2，800 408 15 2，460 88 1，540 55 84 3 

65 3，100 620 20 2，790 90 1，860 60 155 5 

52 50，082 2，021 4 20，215 
全

40 26，992 54 2，233 4 

60 56，370 
匡l

10，327 18 39，171 69 34，754 62 4，990 9 

65 62，364 18，271 29 48，854 78 42，850 69 9，286 15 


